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廃石膏型粉末と市販石膏を混合し作成した再生石膏型の作製条件を確立させました。
廃石膏型の有効利用の選択肢のひとつとしてご検討ください。

背景

研究目標と結果

まとめ

実施内容
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●廃石膏型を再利用し、再生石膏型としての実用を目指す

① 廃石膏と市販石膏を混合した再生石膏型の作製条件の確立

●廃石膏型粉末と市販石膏を混合し作成した再生石膏型の作製条件を確立した。
●複数の再生石膏テストピースを作成し、強度および吸水性能を評価することができた。

石膏型は陶磁器の成形において昔から幅広く用いられ
ているが、型の摩耗による形状変化や寸法精度の低下が
起こり、耐久性には限りがある。使用済み石膏型は多くが
産業廃棄物として廃棄されている。さらに、廃棄する場合
は処理コストの負担も少なくない。

そこで本研究では、陶磁器用の廃石膏型の再利用等に
ついて検討した。

② 作製した再生石膏型の強度及び吸水性能評価

（１）廃石膏型を粉砕し、廃石膏粉末を調製する段階

ジョウクラッシャーによる粗粉砕とポットミルによる湿式微粉砕を併用した

（２）廃石膏粉末を乾式焼成し、再生石膏粉末を調製する段階

ウィンディオーブンにて100℃で48時間焼成すると良いことがわかった。

（３）石膏粉末を調合し、再生石膏型を試作する段階

Ｂ級ＪＩＳ規格品と同等程度の性能を有する再生石膏型を作るには、

廃石膏＝３５％以下（計算値）とすれば良いことが分かった。

再生石膏粉末と市販石膏の調合割合を変化させて

再生石膏型を作成した結果、廃石膏＝25％以下が

ひとつの目安であることが分かった。

石膏型による陶磁器製造

全吸水率試験結果３点曲げ強度測定結果

廃石膏粉末の焼成時の重量変化
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